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秋山研：研究内容 I

• 広視野探査で探る超巨大ブラックホールの形成と進化 (D1:Klod)

すばる望遠鏡の超広視野カメラで得られたデータをもとに、我々は遠方の宇
宙にある活動銀河中心核を大量に発見する探査を進めています。そのデータ
を用いて宇宙初期の活動銀河中心核に付随するブラックホールの質量や降着
率を統計的にしらべ、さらに空間分布からダークマターハローの性質に迫り、
超巨大ブラックホールの進化に迫りたいと考えています。
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秋山研：研究内容 II

赤外線で探る激しく星形成中の銀河の様子

遠赤外線での探査はダストに隠された銀河の進化や超巨大ブラックホールの成
長を明らかにすることが出来ます。我々はあかり衛星の遠赤外線での全天探査
のデータから得られたカタログを用いて、これまで見つけられなかったような
大光度の遠赤外線銀河を探査することで、隠された星形成銀河や活動銀河核の
探査を行っています。見つかった天体に対しては正体を明らかにするために、
X線衛星やすばる・せいめい望遠鏡などを用いた追観測を進めています。

FWHM

~1000km/s

1000 Msun/yr
10kpc
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• すばる望遠鏡トモグラフィー補償光学系の開発

(PD:寺尾、D1:大金、M2:飯塚)
すばる望遠鏡のトモグラフィー補償光学系の実験は、2021年からすばる望遠鏡での試験観測を開始
することを目指して開発を進めています。実験室で行っている１台の波面センサーと同等の波面セ
ンサーを４台搭載した波面センサーユニットを既存のAO188補償光学系の後ろに設置して、トモグ
ラフィー波面測定とそれを用いた高精度の補償光学を実現することを目指しています。

さらにすばる望遠鏡では調べることのできない宇宙最初期の銀河を調べるために口径30mの望遠鏡
を建設するTMTプロジェクト(tmt.mtk.nao.ac.jp)が進行しています。我々のグループではTMTの
広い視野に分布する多数の天体を同時に高い空間分解能で観測する装置の検討も進めています。

秋山研：研究内容 III
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